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要約

目的：スポーツ科学演習受講者の運動・スポー

ツ実施状況と運動・スポーツや体育授業に対す

る認知の変化を明らかにする．

方法：スポーツ科学演習を受講する大学生・短

期大学生を対象とし，運動・スポーツ実施状況，

運動・スポーツおよび体育授業に対する認知に

ついて初回・最終授業時に回答を求めた．

結果：授業前後の身体活動得点を比較した結果，

pre 調査時に比べ post 調査時の得点が有意に高

かった（p＜.001）．次に，授業前後の運動・スポー

ツと体育授業に対する有用性の認知を比較した

結果，pre 調査時に比べ post 調査時の運動・ス

ポーツの楽しさ因子（p＜.001），ダイエット効

果因子（p＜.01），対人関係促進因子（p＜.001），

気分の向上因子（p＜.01），生活習慣改善因子（p
＜.05）の得点が有意に高かった．最後に，授

業前後のストレス反応の認知を比較した結果，

pre 調査時に比べ post 調査時の情動的因子，行

動的因子の得点が有意に高かった（p＜.05）．

結論：スポーツ科学演習の受講によって運動・

スポーツに対する認知が向上すること，身体

的・心理的効果や生活習慣の改善への有用性が

あることが示唆された．

１．緒言

大学における体育授業の教育的意義として，

運動技能の獲得，健康教育，スポーツに対する

態度形成などが挙げられ1），多くの大学の体育

授業を対象に効果検証がおこなわれている．例

えば，一般体育の受講者を対象とし，運動学習

を通した運動技能の向上2），日常身体活動の実

践水準の増加3），気分状態の改善4），他者との

関わりを通した多様なスポーツの楽しさの発 

見5）などの効果が確認されている．一方で，運

動・スポーツや体育授業に対する好き嫌いは小

学校期頃より形成され，女子学生は男子学生に

比べ運動・スポーツや体育授業に対してネガ

ティブな感情を抱いていることが明らかとなっ

ている6）．加えて，体育授業によってストレス

反応を示す大学生も確認されており7），授業評

価や授業改善の必要性が示唆されている．

九州産業大学（以下，本学とする）の基礎教

養科目であるスポーツ科学演習は，授業概要と

して「スポーツの基本技術習得，およびゲーム

の楽しさを体験し，健康の保持 ･増進手段とし

ての生涯スポーツへ繋げる．スポーツ実施だけ

に留まらず，自分自身の形態・体力に関する問

題点や具体的な改善策等を考える」と記載さ 
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れ8），生涯にわたるスポーツライフの形成や形

態・体力の改善に言及している．また，到達目

標として，①生涯における健康・体力づくりの

必要性と方法を理解し，その向上を自ずから図

ることができるようになること，②生涯におい

て，スポーツを実践するための基本的運動技能

やエチケット，マナーを習得すること，③運動・

スポーツを通した人間関係の新規構築・改善・

向上など，ストレスマネージメントやメンタル

ヘルスの維持・改善を図ることができるように

なること，の3点を挙げている．

本学のスポーツ科学演習の教育効果に関する

先行研究として，「コミュニケーション能力を

高めることによって，新しくよい人間関係をつ

くる」ことを狙いとした授業改善によって授業

評価が向上したことが報告されているが9），コ

ミュニケーション能力の変化は測定されていな

い．また，スポーツ科学演習を含む基礎教養科

目の受講生は，非受講生に比べ運動習慣継続者

の割合が8％高いことが明らかになったが，運

動系部活動・サークルの所属状況を調査してい

ないことを課題としている10）．次に，スポーツ

科学演習受講者を対象とした授業効果の検証と

して，運動技能や競技性，社会的効果を確認し

たが，自由記述の分類や調査項目の問題から統

計的な検討をおこなっていないことを課題とし

ている11）．また，受講者は「楽しさ」や「仲間

づくり」に満足していること，授業前後で「周

囲に溶け込めている」，「周りから頼られている

と感じる」，「すぐにあきらめてしまう」と回答

する者の割合が向上したことを明らかにしてい

る12）．これらの調査から，運動習慣の維持や心

理・社会的効果，意欲が低下するといったス

ポーツ科学演習のポジティブ・ネガティブな影

響が示唆されているが，妥当性の確認された尺

度の使用により客観的に授業効果を明らかにで

きると考える．加えて，運動好意度が運動習慣

に関係することから13），スポーツ科学演習の到

達目標に照らして運動・スポーツに対する認知

を調査する意義があると考える．以上のことか

ら，本研究は，スポーツ科学演習の受講者を対

象とし，運動・スポーツ実施状況および授業前

後の認知の変化を明らかにし，授業改善の基礎

的資料とすることを目的とする．

２．方法

2.1　対象者と対象授業

スポーツ科学演習を受講する大学生・短期大

学生のうち，初回もしくは最終授業時の調査

データが欠損している51名，研究参加の同意が

得られなかった18名，学籍番号が重複している

1名，性別不明の2名を除き，291名（性別：男

性141名，女性150名，学年：1年生263名，2年

生26名，4年生2名）を分析対象とした．

対象とするスポーツ科学演習は2023年前期に

開講された12クラス（履修必修9クラス，自由

選択3クラス）であり，4名の教員が担当した．

実施種目は，バドミントン，卓球，バレーボー

ル，バスケットボール，フットサルなどであり，

実施種目や時期，各種目の実施回数はクラスに

よって異なった．

2.2　調査内容

2.2.1 フェイスシート：個人の属性を測定す

るために，性別について回答を求めた．追跡調

査をおこなうために学籍番号の明記を求めた．

2.2.2 運動・スポーツ実施状況：現在の運動

部活動・サークル所属状況について回答を求め

た．また，身体活動指標修正版14）を使用し，運

動・スポーツの活動頻度について6件法，強度

について5件法，時間について6件法で回答を求

めた．

2.2.3 運動・スポーツに対する認知：日本語

版 SCQ-2の運動・スポーツの楽しさに関する1
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因子5項目15）を使用し，5件法で回答を求めた．

各項目は「運動・スポーツをすることは」など

の文章で始まり，「好きだ」，「楽しい」などの

内容であった．

2.2.4 体育授業に対する認知：大学生版体育

授業用効用認知尺度16）の5因子20項目のうち，

各因子の因子負荷量の高い2項目を使用し，5件

法で回答を求めた．各項目は「スポーツの授業

に参加すると」という文章で始まり，ダイエッ

ト効果因子は「体脂肪が減る」，対人関係促進

因子は，「友だちを作ることができる」，気分の

向上因子は「気分がよくなる」，生活習慣改善

因子は「寝つきが良くなる」，運動能力の向上

因子は「持久力が向上する」といった内容であっ

た．同様に，大学生版授業用ストレス反応尺 

度16）の4因子のうち，因子負荷量の高い上位2

項目を使用した．各項目は「スポーツの授業に

参加すると」という文章で始まり，情動的反応

因子は「根気がなくなる」，心理的反応因子は，

「やる気がなくなる」，行動的反応因子は「勉強

することが嫌になる」，身体的反応因子は「疲

れやすくなる」といった内容であった．

2.3　調査の手続き

初回授業（以降，pre 調査とする）および最

終授業（以降，post 調査とする）にて教員がオ

ンライン調査への依頼を行い，回答用の QR

コードを受講者に提示した．非接触式の無記名

オンライン調査として，Microsoft Forms を使用

した．pre 調査は2023年4月10-14日，post 調査

は7月18-21日におこなった．

2.4　分析の手順

まず，運動・スポーツ実施状況の基礎統計を

算出し，頻度，強度，時間の素点をかけあわせ

て身体活動得点を算出した14）．次に，Shapiro-

Wilk の正規性の検定を行った結果，すべての

因子の正規分布が確認されなかったことから，

非正規分布を前提とした分析をおこなうことと

した．最後に，身体活動得点，運動・スポーツ

と体育授業に対する認知に対して Wilcoxon の

符号順位検定17）をおこなった．統計分析には

SPSS Statistics 28を使用し，有意水準は危険率

5％未満とした．

2.5　倫理的配慮

受講生に対して，調査実施前に研究目的や調

査内容，データは匿名化したうえで研究や授業

に使用すること，研究への参加は任意であり同

意しないことによる不利益はないことを口頭お

よび調査画面上にて説明した．

３．結果および考察

3.1　受講生の運動・スポーツ実施状況

運動・スポーツ実施状況の基礎統計を算出し

た結果（表1），pre 調査時に比べ post 調査時の

運動部活動・サークル所属者の割合が約13％向

上したこと，非運動実施者の割合が約15％低下

したことが明らかになった．対象者の約96％が

1年生であったことから，pre 調査時点で部活動・

サークル所属を検討していた学生が post 調査

時に所属したことで運動実施者が増加したと考

えられる．

次に，授業前後の身体活動得点を比較した結

果，pre 調査時（M=15.46，SD=20.55）に比べ

post 調査時（M=23.25，SD=25.43）の得点が有

意に高かった（z =8.82，p ＜ .001）．これは，入

学後の1年間に運動習慣を持つ学生が多くなる

ことを明らかにした先行研究10）と同様の結果

であった．大学生の身体活動量は，性別，運動

ステージ，運動部活動・サークル所属の有無が

関係することから14），運動部活動・サークル所

属者の増加による影響が大きいと考えられる．

一方で，非運動実施者の割合から，運動部活動・
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サークルに所属していない学生であっても個人

として運動・スポーツを実施していると推測さ

れる．大学生の運動促進要因としてメンタルヘ

ルスへの効果を認知すること，運動阻害要因と

して道具や情報，気軽に利用できるスポーツ施

設がないことが挙げられるが18），スポーツ科学

演習を通して運動の重要性を認知するととも

に，本学の保有するスポーツ環境を認知したこ

とが非所属者の身体活動に影響した可能性があ

る．

3.2　運動・スポーツに対する認知の変化

授業前後の運動・スポーツに対する認知を比

較した結果（表2），pre 調査時に比べ post 調査

時の楽しさ因子得点が有意に高かった．スポー

ツの楽しさは，「スポーツ経験に対するポジティ

ブな感情反応であり，一般的な喜びの感情を反

映する」と定義され，スポーツの参加・継続に

おいて重要な心理的要因の1つである19）20）．本

研究では履修必修クラスの割合が高く，運動嫌

いなどの否定的な感情を抱く，運動が苦手な学

生が一定数含まれたと推測されるが21），運動・

スポーツに対する認知が肯定的に変化したこと

は運動・スポーツの参加・継続に資する授業効

果であると考える．

3.3　体育授業に対する認知の変化

授業前後の体育授業に対する有用性の認知を

比較した結果（表2），pre 調査時に比べ post 調

査時のダイエット効果因子，対人関係促進因

子，気分の向上因子，生活習慣改善因子の得点

が有意に高かった．スポーツ科学演習の目標に

照らすと，健康・体力づくりに関して運動のダ

イエット効果，生活習慣の改善効果 , 気分改善

効果があること，新規の人間関係が構築された

と考えられる．社会的スキルの向上を意図とし

た体育授業では，受講者の名前を覚える，授業

が楽しいと感じるという効果が確認されてい 

る22）．本研究では，友人関係の構築されていな

い1年生の4月初旬に調査をおこなったことか

ら，半期のスポーツ科学演習を通して他者と活

動することで「友達ができる」，「仲間と一緒に

楽しむことができる」といった社会的効果をよ

り認知したと推測される．一方で，運動能力の

向上が確認されなかった原因として，スポーツ

科学演習が基本的運動技能の獲得を目的とし，

持久力の測定や体力テストなどを実施していな

いため，「持久力の向上」や「体が軽くなる」

といった効果を実感する機会がなかったと考え

る．また，大学の体育授業では，自己観察や他

者観察といった運動の意識的な学習を通して

表 1　運動 ・ スポーツの実施状況の変化

調査項目
人数
(名 )

割合
（％）

人数
(名 )

割合
（％）

調査項目
人数
(名 )

割合
（％）

人数
(名 )

割合
（％）

【所属状況】 【強度】
部活動所属 44 15.12 60 20.62 運動していない 93 31.96 46 15.81
サークル所属 3 1.03 29 9.97 きつくない運動 60 20.62 65 22.34
所属予定 64 21.99 8 2.75 適度なきつさの運動 120 41.24 134 46.05

学外クラブ・団体所属 4 1.37 8 2.75 かなりきつい運動 16 5.50 35 12.03
所属していない 176 60.48 186 63.92 非常にきつい運動 2 0.69 11 3.78
【頻度】 【時間】

運動していない 90 30.93 43 14.78 運動していない 90 30.93 43 14.78
月1回程度 35 12.03 20 6.87 20分未満 30 10.31 29 9.97
月2-3回 37 12.71 40 13.75 20-30分 43 14.78 39 13.40
週1-2回 55 18.90 95 32.65 30-60分 43 14.78 56 19.24
週3-4回 20 6.87 30 10.31 60-90分 25 8.59 48 16.49
ほぼ毎日 54 18.56 63 21.65 90分以上 60 20.62 76 26.12

postpost prepre
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「身体の動ける可能性」（身体性）を高めること

が示唆されていることから23），運動技能の向上

や授業内の自己・他者観察について測定可能な

尺度を検討する必要がある．

次に，授業前後のストレス反応の認知を比較

した結果（表2），pre 調査時に比べ post 調査時

の情動的因子，行動的因子の得点が有意に高

かった．スポーツ科学演習によって情動的・行

動的ストレス反応が向上した原因として，授業

の強度や授業時間数が関係した可能性がある．

小学生を対象とした実験から，「非常に楽であ

る」や「非常にきつい」運動強度の体育授業の

場合，「きつくも楽でもない」授業に比べ，次

の授業に対する「やる気」や加算作業テストの

誤答数に影響することが明らかとなってい 

る24）．また，大学1年生は週に13～ 14 科目を履

修し，授業出席時間は約20時間であることか 

ら25），スポーツ科学演習の授業直後に講義科目

がある可能性が高い．スポーツ科学演習にて気

分改善効果を実感しているにもかかわらず，授

業の運動強度が高すぎるもしくは低すぎる場合

や授業直後に講義がある場合，「根気がなくな

る」，「複雑なことが考えられなくなる」といっ

た情動的ストレス反応や「勉強するのが嫌にな

る」，「何をするにも面倒くさくなる」といった

行動的ストレス反応が認知された可能性があ

る．

また，大学生の睡眠習慣の乱れがストレス反

応に関係した可能性がある．大学生は，起床・

就床時刻がともに後退する生活の夜型化が進行

し，睡眠リズムの規則性が低下すること26），睡

眠の質が低いと翌日の抑うつ感や疲労感が高く

なることが明らかとなっている27）．大学生は社

会的な時間規則の弱い環境で比較的自由に睡眠

をとることができると考えられ26），一人暮ら

し，通学時間，アルバイトや部活動・サークル，

始業・就業時刻の変化などの要因から睡眠習慣

が影響を受けると推測される．大学入学以降に

生活環境の変化から睡眠習慣が乱れ，睡眠の質

が低下した学生がスポーツ科学演習を受講する

と，学修意欲が低下したり抑うつ的な反応を示

す可能性がある．一方で，情動的・行動的スト

レス反応は，体育授業による気分の向上の認知

によって低減する可能性が示されていることか

ら16），授業前後の気分状態の変化を可視化し気

分改善効果を認知させるといった工夫が求めら

れる．

加えて，大学入学以前の運動習慣の有無28）

が要因の一端として挙げられる．小・中学生の

データではあるが，2020年以降の1週間あたり

の総運動時間が2019年以前に比べ減少したこ 

と29），日本人を含む18歳以下の子どもの身体活

動がCOVID-19の流行以前と比べて20%減少し，

なかでも中高強度の身体活動が28% 低下したと

する報告30）がある．現大学1年生はコロナ禍で

運動習慣が著しく減少した時期に中学・高校生

活を過ごしており，特に運動に不慣れな受講者

にとって大学生活の開始に伴う体育授業の継続

が負担となり，ストレス反応の認知にネガティ

ブな影響を及ぼした可能性が考えられる．

４．本研究の課題と今後の展望

本研究の課題として，運動・スポーツの実施

表 2　運動 ・ スポーツと体育授業に対する認知の変化

調査項目 M SD M SD Z ｐ
運動・スポーツの楽しさ 21.40 4.39 22.04 3.78 3.82 ***

ダイエット効果 6.82 2.01 7.19 2.03 3.12 **
対人関係促進 8.74 1.34 9.08 1.22 4.50 ***
気分の向上 8.47 1.40 8.74 1.42 3.23 **
生活習慣改善 7.02 1.88 7.34 1.98 2.32 *
運動能力の向上 7.44 1.81 7.49 1.93 0.13 n.s.
情動的反応 5.60 2.01 5.89 2.12 2.15 *
心理的反応 3.63 1.86 3.80 2.07 0.90 n.s.
行動的反応 4.08 1.95 4.38 2.18 2.44 *
身体的反応 5.08 2.03 4.92 2.14 1.06 n.s.

***p <.001, **p <.01, *p <.05

pre post
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率や身体活動量の向上に影響した要因は明らか

となっていない．今後，授業期間中の身体活動

量に加え運動・スポーツの促進・阻害要因を調

査する必要がある．また，比較対照群としてス

ポーツ科学演習を受講していない学生を対象に

同様の調査をおこなうことで，授業効果を示す

ことが可能となると考える．

次に，本研究では性別や所属学部などの個人

属性，過去の運動・スポーツ経験，受講動機な

どによる比較検討をおこなっていない．個人の

意志とは関係なく受動的に履修した場合と能動

的に履修した場合とでは体育授業のストレス反

応に差異がみられる可能性が示唆されているこ

とから16），属性や受講形態による差異を明らか

にすることで授業改善につながると考える．加

えて，睡眠時間や通学時間をはじめとした生活

習慣，大学入学以前の運動習慣，授業後の心拍

数や主観的運動強度33）を測定することで，ス

トレス反応と疲労感の関係を明確に示すことが

できると考える．

最後に，担当教員や実技種目の内容，曜日時

限，授業進行や運動強度が統一されていない．

実施種目によってメンタルヘルスに与える急性

及び慢性効果31）や授業後の有用性の知覚32）が

異なることから，同一教員の授業を対象に事例

を積み重ねることも必要であると考える． 
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